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■コ ンセプト

鳥瞰イ メ ージ（ 北東側を 望む）鳥瞰イ メ ージ（ 北東側を 望む）

東海中学校校舎改築工事　 計画概要

　 ・ 品川シーサイド の街並みに溶け込み、 東海中の校訓である「 誠実・ 規律」 を感じ られる色彩計画およびボリ ューム計画と し ます。

　 ・ 校舎配置や屋根形状を工夫し 、 近隣への日影の影響を最小限に抑えます。

　 ・ 校内に明確なセキュリ ティ ラインを計画すること で、 地域への開放性と プライバシーを両立し た、 安全・ 安心な学校と し ます。

　  ・ ３ 階普通教室エリ アの中心に多目的スペースを設けること で、 廊下と 一体的に利用できる多様性のある空間を計画し ます。

　 ・ 校庭に隣接し た大きなピロティ を設け、 天候に左右さ れずに利用可能な交流・ 活動空間を計画し ます。

　 ・ 幹線道路側にボリ ュームの大きい体育館を配置し 、 防音壁と し て機能さ せること で、 静穏で落ち着いた学習環境を確保し ます。

　 ・ 仮設校舎を設けない計画と すること で、 工期短縮や建設コスト 縮減を実現し ます。

　 ・ 普通教室と 特別教室を集約配置し 、 明快な動線計画と すること で、 無駄のないコンパクト な建物と し ます。

　 ・ 構造種別を鉄骨造と し 、 効率的な施工計画と すること で、 全体工期の短縮を図り ます。

　

　 ・ 高断熱化、 日射遮蔽、 自然エネルギーの活用や高効率設備の採用により 、 環境負荷の低減を図り ます。

　 ・ 大地震や大雨等による災害時に、 避難所と し て十分に機能を果たす構造・ 設備計画と し ます。

　 ・ 災害後の段階的な学校再開を見据えた、 柔軟性のあるセキュリ ティ ラインを計画し ます。

� � ���  � ◌�ቃ ᐖ ᙉ Ꮫ・ ・㸲㸬⎔ ⅏

၁೿�
ࣥ
಑ �  ◌� � ಑ᕤィࢫࢺ ▷ ・㸱㸬 ⏬ ⦰ ⦰

ᵝ �ከ ࢢ�࣮ Ꮫᛶ �・・・・ ・・㸰㸬 ⯋

 �� ሙඹ Ꮡ Ꮫ � �・㸯㸬ᆅᇦ

■コ ンセプト

鳥瞰イ メ ージ（ 北東側を 望む）鳥瞰イ メ ージ（ 北東側を 望む）

東海中学校校舎改築工事　 計画概要

　 ・ 品川シーサイド の街並みに溶け込み、 東海中の校訓である「 誠実・ 規律」 を感じ られる色彩計画およびボリ ューム計画と し ます。

　 ・ 校舎配置や屋根形状を工夫し 、 近隣への日影の影響を最小限に抑えます。

　 ・ 校内に明確なセキュリ ティ ラインを計画すること で、 地域への開放性と プライバシーを両立し た、 安全・ 安心な学校と し ます。

　  ・ ３ 階普通教室エリ アの中心に多目的スペースを設けること で、 廊下と 一体的に利用できる多様性のある空間を計画し ます。

　 ・ 校庭に隣接し た大きなピロティ を設け、 天候に左右さ れずに利用可能な交流・ 活動空間を計画し ます。

　 ・ 幹線道路側にボリ ュームの大きい体育館を配置し 、 防音壁と し て機能さ せること で、 静穏で落ち着いた学習環境を確保し ます。

　 ・ 仮設校舎を設けない計画と すること で、 工期短縮や建設コスト 縮減を実現し ます。

　 ・ 普通教室と 特別教室を集約配置し 、 明快な動線計画と すること で、 無駄のないコンパクト な建物と し ます。

　 ・ 構造種別を鉄骨造と し 、 効率的な施工計画と すること で、 全体工期の短縮を図り ます。

　

　 ・ 高断熱化、 日射遮蔽、 自然エネルギーの活用や高効率設備の採用により 、 環境負荷の低減を図り ます。

　 ・ 大地震や大雨等による災害時に、 避難所と し て十分に機能を果たす構造・ 設備計画と し ます。

　 ・ 災害後の段階的な学校再開を見据えた、 柔軟性のあるセキュリ ティ ラインを計画し ます。� � ���  � ◌�ቃ ᐖ ᙉ Ꮫ・ ・㸲㸬⎔ ⅏

၁೿�
ࣥ
಑ �  ◌� � ಑ࢫࢺ ῶᕤィ ▷ ・㸱㸬 ⏬ ⦰ ⦰

ᵝ �ከ ࢢ�࣮ Ꮫᛶ �・・・・ ・・㸰㸬 ⯋

 �� ሙඹ Ꮡ Ꮫ � �・㸯㸬ᆅᇦ

■コ ンセプト

計画地　 ： 品川区東品川三丁目

用途地域： 準工業地域

防火地域： 防火・ 準防火地域

高度地区： 第三種高度地区

主要用途： 中学校

構　 造　 ： 鉄骨造

規　 模　 ： 地上５ 階建て

建物高さ ： 約 25.9ｍ

敷地面積： 約 7,400 ㎡

建築面積： 約 2,770 ㎡

延床面積： 約 9,840 ㎡

■建物概要
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■コ ンセプト

延床面積： 約 9,840 ㎡

鳥瞰イ メ ージ（ 北東側を望む）鳥瞰イ メ ージ（ 北東側を望む）

　 ・ 品川シーサイド の街並みに溶け込み、 東海中の校訓である「 誠実・ 規律」 を感じ られる色彩計画およびボリ ューム計画と し ます。

　 ・ 校舎配置や屋根形状を工夫し 、 近隣への日影の影響を最小限に抑えます。

　 ・ 校内に明確なセキュリ ティ ラインを計画すること で、 地域への開放性と プライバシーを両立し た、 安全・ 安心な学校と し ます。

　  ・ ３ 階普通教室エリ アの中心に多目的スペースを設けること で、 廊下と 一体的に利用できる多様性のある空間を計画し ます。

　 ・ 校庭に隣接し た大きなピロティ を設け、 天候に左右さ れずに利用可能な交流・ 活動空間を計画し ます。

　 ・ 幹線道路側にボリ ュームの大きい体育館を配置し 、 防音壁と し て機能さ せること で、 静穏で落ち着いた学習環境を確保し ます。

　 ・ 仮設校舎を設けない計画と すること で、 工期短縮や建設コスト 縮減を実現し ます。

　 ・ 普通教室と 特別教室を集約配置し 、 明快な動線計画と すること で、 無駄のないコンパクト な建物と し ます。

　 ・ 構造種別を鉄骨造と し 、 効率的な施工計画と すること で、 全体工期の短縮を図り ます。

　

　 ・ 高断熱化、 日射遮蔽、 自然エネルギーの活用や高効率設備の採用により 、 環境負荷の低減を図り ます。

　 ・ 大地震や大雨等による災害時に、 避難所と し て十分に機能を果たす構造・ 設備計画と し ます。

　 ・ 災害後の段階的な学校再開を見据えた、 柔軟性のあるセキュリ ティ ラインを計画し ます。
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　 ・ 普通教室と 特別教室を集約配置し 、 明快な動線計画と すること で、 無駄のないコンパクト な建物と し ます。

　 ・ 構造種別を鉄骨造と し 、 効率的な施工計画と すること で、 全体工期の短縮を図り ます。

　

　 ・ 高断熱化、 日射遮蔽、 自然エネルギーの活用や高効率設備の採用により 、 環境負荷の低減を図り ます。

　 ・ 大地震や大雨等による災害時に、 避難所と し て十分に機能を果たす構造・ 設備計画と し ます。

　 ・ 災害後の段階的な学校再開を見据えた、 柔軟性のあるセキュリ ティ ラインを計画し ます。
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計画地　 ： 品川区東品川三丁目

用途地域： 準工業地域

防火地域： 防火・ 準防火地域

高度地区： 第三種高度地区

主要用途： 中学校

構　 造　 ： 鉄骨造

規　 模　 ： 地上５ 階建て

建物高さ ： 約 25.9ｍ

敷地面積： 約 7,400 ㎡

建築面積： 約 2,770 ㎡

延床面積： 約 9,840 ㎡

■建物概要

鳥瞰イ メ ージ（ 北東側を 望む）鳥瞰イ メ ージ（ 北東側を 望む）

東海中学校校舎改築工事　 計画概要

　 ・ 品川シーサイド の街並みに溶け込み、 東海中の校訓である「 誠実・ 規律」 を感じ られる色彩計画およびボリ ューム計画と し ます。
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　 ・ 幹線道路側にボリ ュームの大きい体育館を配置し 、 防音壁と し て機能さ せること で、 静穏で落ち着いた学習環境を確保し ます。

　 ・ 仮設校舎を設けない計画と すること で、 工期短縮や建設コスト 縮減を実現し ます。

　 ・ 普通教室と 特別教室を集約配置し 、 明快な動線計画と すること で、 無駄のないコンパクト な建物と し ます。

　 ・ 構造種別を鉄骨造と し 、 効率的な施工計画と すること で、 全体工期の短縮を図り ます。

　

　 ・ 高断熱化、 日射遮蔽、 自然エネルギーの活用や高効率設備の採用により 、 環境負荷の低減を図り ます。
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　 ・ 校内に明確なセキュリ ティ ラインを計画すること で、 地域への開放性と プライバシーを両立し た、 安全・ 安心な学校と し ます。

　  ・ ３ 階普通教室エリ アの中心に多目的スペースを設けること で、 廊下と 一体的に利用できる多様性のある空間を計画し ます。

　 ・ 校庭に隣接し た大きなピロティ を設け、 天候に左右さ れずに利用可能な交流・ 活動空間を計画し ます。

　 ・ 幹線道路側にボリ ュームの大きい体育館を配置し 、 防音壁と し て機能さ せること で、 静穏で落ち着いた学習環境を確保し ます。

　 ・ 仮設校舎を設けない計画と すること で、 工期短縮や建設コスト 縮減を実現し ます。

　 ・ 普通教室と 特別教室を集約配置し 、 明快な動線計画と すること で、 無駄のないコンパクト な建物と し ます。

　 ・ 構造種別を鉄骨造と し 、 効率的な施工計画と すること で、 全体工期の短縮を図り ます。

　

　 ・ 高断熱化、 日射遮蔽、 自然エネルギーの活用や高効率設備の採用により 、 環境負荷の低減を図り ます。

　 ・ 大地震や大雨等による災害時に、 避難所と し て十分に機能を果たす構造・ 設備計画と し ます。

　 ・ 災害後の段階的な学校再開を見据えた、 柔軟性のあるセキュリ ティ ラインを計画し ます。

■建物配置比較図

■建物概要比較表

【 改築前】 【 改築後】

新設校舎

既存校舎

給食棟

グラウンド
（100ｍトラック）

サブ
グラウ
ンド

倉庫

特別
教室棟

プール
サービ ス門

正門

車両等

正門

西門

サービス門

グラウンド

・

主事室主事室

ピロティピロティ

武道場兼
小体育館
武道場兼
小体育館

多目的ホール多目的ホール

正門正門

備蓄
倉庫１
備蓄

倉庫１

歩道状
スペース
歩道状

スペース

フ ェ ンスフ ェ ンス

A

■平面計画

၁೿�
ࣥ
಑ �  ◌� � ಑ࢫࢺ ῶᕤィ ▷ ・㸱㸬 ⏬ ⦰ ⦰

ᵝ �ከ ࢢ�࣮ Ꮫᛶ �・・・・ ・・㸰㸬 ⯋

 �� ሙඹ Ꮡ Ꮫ � �・㸯㸬ᆅᇦ

■コ ン セプト

計画地　 ： 品川区東品川三丁目 30 番 15 号

用途地域： 準工業地域

防火地域： 防火・ 準防火地域

高度地区： 第三種高度地区

主要用途： 中学校

構　 造　 ： 鉄骨造

規　 模　 ： 地上５ 階建て

建物高さ ： 約 25.9ｍ

敷地面積： 約 7,400 ㎡

建築面積： 約 2,770 ㎡

延床面積： 約 9,840 ㎡

■建物概要

鳥瞰イ メ ージ（ 北東側を 望む）鳥瞰イ メ ージ（ 北東側を 望む）
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　 ・ 品川シーサイド の街並みに溶け込み、 東海中の校訓である「 誠実・ 規律」 を感じ られる色彩計画およびボリ ューム計画と し ます。

　 ・ 校舎配置や屋根形状を工夫し 、 近隣への日影の影響を最小限に抑えます。

　 ・ 校内に明確なセキュリ ティ ラインを計画すること で、 地域への開放性と プライバシーを両立し た、 安全・ 安心な学校と し ます。

　  ・ ３ 階普通教室エリ アの中心に多目的スペースを設けること で、 廊下と 一体的に利用できる多様性のある空間を計画し ます。

　 ・ 校庭に隣接し た大きなピロティ を設け、 天候に左右さ れずに利用可能な交流・ 活動空間を計画し ます。

　 ・ 幹線道路側にボリ ュームの大きい体育館を配置し 、 防音壁と し て機能さ せること で、 静穏で落ち着いた学習環境を確保し ます。

　 ・ 仮設校舎を設けない計画と すること で、 工期短縮や建設コスト 縮減を実現し ます。

　 ・ 普通教室と 特別教室を集約配置し 、 明快な動線計画と すること で、 無駄のないコンパクト な建物と し ます。

　 ・ 構造種別を鉄骨造と し 、 効率的な施工計画と すること で、 全体工期の短縮を図り ます。
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ジュ ネーヴ平和通り 京浜運河

方面

大井町

方面

ジュ ネーヴ平和通り

京浜運河

方面

大井町

方面

北門

既存校舎 新校舎

約 6,100 ㎡延床面積 約 9,840 ㎡

約 17.2ｍ建物高さ 約 25.9ｍ

鉄筋コ ンク リ ート 造構造 鉄骨造

地上 4 階建て階数 地上５ 階建て

11 室 15 室（ ＋多目的室 3 室）普通教室

―

―

１ 室

―

特別

支援

―

―

多目的ホール １ 室

3 室学習室 ４ 室（ 分割時最大５ 室）

２ 室

１ 室

１ 室

１ 室

11 室特別教室 9 室

約 130 ㎡プール 約 265 ㎡

屋上設置、 屋根・ 稼動床なし

４ コ ース ５ コ ース

約 558 ㎡
体育館　 約 700 ㎡
武道場　 約 290 ㎡

約 2,700 ㎡グラ ウンド
グラ ウンド 　 　 約 2,000 ㎡
サブグラ ウンド 　 約 870 ㎡

コ ース

特記事項

プールサイ ド

教室

学級

プレイ ルーム

校内別室

体育館

　 ・ 品川シーサイド の街並みに溶け込み、 東海中の校訓である「 誠実・ 規律」 を感じられる色彩計画およびボリューム計画とします。

　 ・ 校舎配置や屋根形状を工夫し、 近隣への日影の影響を最小限に抑えます。

　 ・ 校内に明確なセキュリティ ラインを計画することで、 地域への開放性とプライバシーを両立した、 安全・ 安心な学校とします。

　 ・ ３ 階普通教室エリアの中心に多目的スペースを設けることで、 廊下と一体的に利用できる多様性のある空間を計画します。

　 ・ 校庭に隣接した大きなピロティ を設け、 天候に左右されずに利用可能な交流・ 活動空間を計画します。

　 ・ 幹線道路側にボリュームの大きい体育館を配置し、 防音壁として機能させることで、 静穏で落ち着いた学習環境を確保します。

　 ・ 仮設校舎を設けない計画とすることで、 工期短縮や建設コスト 縮減を実現します。

　 ・ 普通教室と特別教室を集約配置し、 明快な動線計画とすることで、 無駄のないコンパクト な建物とします。

　 ・ 構造種別を鉄骨造とし、 効率的な施工計画とすることで、 全体工期の短縮を図り ます。

　 　

　 ・ 高断熱化、 日射遮蔽、 自然エネルギーの活用や高効率設備の採用により、 環境負荷の低減を図ります。

　 ・ 大地震や大雨等による災害時に、 避難所として十分に機能を果たす構造・ 設備計画とします。

　 ・ 災害後の段階的な学校再開を見据えた、 柔軟性のあるセキュリティ ラインを計画します。

４．環境にやさしく、災害に強い学校

計画地　 ： 品川区東品川三丁目

　 　 　 　 　 30 番 15 号

用途地域： 準工業地域

防火地域： 防火・ 準防火地域

高度地区： 第三種高度地区

主要用途： 中学校

構　 造　 ： 鉄骨造

規　 模　 ： 地上５ 階建て

建物高さ ： 約 25.9ｍ

敷地面積： 約 7,400 ㎡

建築面積： 約 2,770 ㎡

延床面積： 約 9,840 ㎡

■建物概要

３．コンパクトな計画で工期短縮とコスト縮減

２．多様性とウェルビーイングな学び舎

１．地域と共存する学びの場

■コ ンセプト

鳥瞰イ メ ージ（ 北東側を望む）鳥瞰イ メ ージ（ 北東側を望む）
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STEP１
特別教室棟・プール解体工事
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★

サブ校庭
整備工事

■建替工程

■建替計画
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